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　　 新 体 制 の ス タ ー ト

　昨年度末の当クラブの定款、細則の変更により本年度は新しい組織体制でスタート
となったのは皆様ご承知のことと存じます。昨年度の理事会にて定款、細則変更の資
料を拝見した際は、私の幹事の任期中に詳細の変更を行い平成28年度に新体制でス
タートするであろうと考えておりました。しかし予想に反し改正案は泉川前会長のご
任期中の総会にて採決され、本年度は新体制でのスタートとなりました。実は新体制
が採決される前に早合点をして旧組織体制のままで河内会長とご相談の上、各理事、
委員長、副委員長をすべて決めておりました。それ故、新年度スタートの直前に多く
の会員の皆様へ再々、ご担当のお願いをさせて頂きました。急なお願いにもかかわら
ず今年度、各理事役員、委員長、副委員長をご承諾いただけました皆様、感謝申し上
げます。また委員の皆様、１年間宜しくお願い申し上げます。
　さて新体制ですが担当理事については新たに１名が増員となりました。委員会につ
きましては₆委員会が増え、各委員の委員長と副委員長で12名の新しい役割が増えま
した。また大幅な変更点として親睦委員活動委員会の委員の方が入会１年未満から₃
年未満の会員の方に変更になりました。平成27年₆月末時点での入会１年未満の方が
₉名、₃年未満の方を入れると計22名の方が親睦委員（委員長、副委員長含む）でご
ざいます。ご自分が該当するかどうかを確認されたい方は、例会でつけられる丸い名
札の役職名をご確認ください。親睦委員の記載があればどうか親睦活動のお手伝いを
お願い申し上げます。
　すでに新体制でスタートしておりますが、例会、各行事を行うにあたり本年度の体
制についてご意見、ご提案等がございましたらご相談ください。
　本年度、河内会長、泉川SAA、三好副会長、石橋副幹事と共に₂番テーブルにて
当クラブを盛り上げるよう精進して参ります。引き続き皆様の温かいご協力の程、宜
しくお願い申し上げます。

幹事　菅　井　久　勝

巻頭メッセージ

₉月₁日㈫…「ウィスキーの今」
田中　昌生会員

₉月₈日㈫…「出張終活セミナー」
結城　　旬会員

₉月15日㈫…「日本語と韓国語」
　　　　ゲスト…米山記念奨学生

ホン　ジョンス氏（川之江RC）
₉月22日㈫…国民の休日のため、休会
₉月29日㈫…「成年後見の現場」

　泉川　孝三会員

例会予定



例会記録

　第3265回例会　2015年８月４日（火）

出席会員　72（63）名中49名　出席率70.00%
前回訂正出席率74.65%

欠席会員　23名　土居、藤村、二神、五味、濵本、
羽牟、泉谷、市川、貴船、真鍋、村上、村
山、中川、中地、大塚、佐々木、左納、田
中（昌）、鶴田、山本、結城（片井、亀井）

ニコニコ箱
河内　広志	 明日からのサマースクールの成功

を祈念します。
三原　英人	 明日からサマースクール開校で

す。皆様ご協力をよろしくお願い
します。

高橋　伸定	 先日は父に対するお心遣い誠にあ
りがとうございました。

伊東　毅嗣	（創業記念祝）一年間、雑誌委員
長を務めさせて頂きます。どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

なんとなくニコニコ　林、村井、野村、米山
早　退　　清田、西野、安永

出席会員　72（63）名中49名　出席率72.06%
前回訂正出席率85.71%

欠席会員　23名　原田、泉川、市川、伊東、
菊池、清田、河内、兒玉、真鍋、三原、棟方、
村上、中地、名本、大塚、齋藤、佐々木、
髙石、浦岡、（片井、飯尾、中住、玉置）

ゲスト　　₁名　石崎　愛惟
　　　　　　　　（2015−16年度ロータリー　

　　　　　　第2670地区奨学生）
ニコニコ箱
五味　久枝	 ロータリー財団奨学生の石崎さ

ん、今日はリラックスして卓話を
よろしくお願いします。

石橋　和典	 石崎さんようこそ。卓話楽しみに
しています。三原委員長はじめ、
皆様、サマースクールお疲れ様で
した。

渡部　浩三	（会員誕生祝）
なんとなくニコニコ　藤村、村井、米山
早　退　　土居、村山、安永

「ロータリー第2670地区奨学生推薦を受けて」
2015−16年度ロータリー第2670地区奨学生

石崎　愛惟　氏
　先日は皆様お忙しい中卓話の機会を下さりあ
りがとうございました。改めまして2015−16年
度の奨学生にしていただきました、石崎愛惟と
申します。宜しくお願い致します。松山東高等
学校、東京学芸大学を卒業後ポーランドへ渡り
現在、ショパン音楽大学大学院でピアノを専攻
しています。冬は−30度午後三時には暗くなる
ポーランドでの生活は他にも適当過ぎて驚く出
来事が多くあり、この一年間で何事も“しょう
がないなぁ”と思えるようになったり人見知り
を克服しつつあったり、海外での一人暮らしで
は現地の食材を使っての料理、英語での友人と
の会話やポーランド語での買い物など音楽面以
外でも様々な体験をし自分の変化を自身で感じ
ています。この留学で学びたい事は、技術に限
らずその独特の音楽感の体得です。言葉では説
明しきれない僅かな差の間や抑揚が大切で、そ
れを理解するにはその空気や音楽に触れ、体験
しなくては得られないと考えました。ポーラン
ドは田舎でのどかな国で、勉強するのに非常に

　第3266回例会　2015年８月18日（火）
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例会記録

　第3267回例会　2015年８月25日（火）

出席会員　72（63）名中46名　出席率65.71%
前回訂正出席率77.46%

欠席会員　26名　二神、五味、濵本、羽牟、原
田、泉谷、泉川、市川、菊池、清田、三ッ矢、
三好、棟方、村上、村山、中地、長尾、大
塚、小野、齋藤、関（啓）、田中（和）、鶴田、
米山（片井、中住）

ゲスト　　₁名　黒田　映李
　　　　　　　　（2009−10年度ロータリー財団

　　　　　　国際親善奨学生）
ニコニコ箱
高橋　伸定	 ₈/20	短期交換留学NJ派遣チー

ム無事帰国致しました。関係の皆
様、ご協力ありがとうございまし
た。

河内　広志	 先週は欠席いたし申し訳ありませ
んでした。

佐々木　淳	 久しぶりの出席となります。メー
キャップも頑張ります。

兒玉　義史	（会員誕生祝）₈/₃ですが、遅く
なりましてすみません。

なんとなくニコニコ　林、白石
早　退　　三原（俳句甲子園で済美平成の健闘

を称えて）、永木、西野、浦岡

「音楽修行　…外人として生きた20代」
2009−10年度ロータリー財団国際親善奨学生

黒田　映李　氏
　松山に生まれ、高校まで地元で過ごしました。
　クラシック音楽が特別好きかといわれるとそ
うでもなく、ピアノはピアノ教師の母にやらさ
れて…と思うような子供でしたが、心のどこか
には常に、ピアノを弾いて生きていくという意
志があり、熱心に練習を続けていました。
　東京の音楽大学に進み、そしてドイツ、オー
ストリア留学と、音楽の修行を通じ関わる世界
が広がっていきました。その過程では、それま
で見てきた世界と新しく見えた世界、レベルに
大きなギャップを感じ、転機では毎度焦りまし
た。自ら高い壁を設けてのりこえることで、そ
の焦りを拭おうとした時代が、2005−2008年、
ドイツ留学時代。とにかく音楽漬けの日々。練
習を積みました。
　2009年よりロータリー国際親善奨学生として
オーストリアに移りました。自らの特性を伸ば
す奏法、音楽性を探究しました。コンクールを
受け、コンサート経験を積み、自信をつける努
力を積みました。
　その後、更にテクニカルな面から音楽性を補
強し、ソロの修行一筋な生き方から、そろそろ

良い環境であり更に、故郷松山に似ている部分
があると感じます。授業でも今までとは違う
様々な経験が出来ていますが一年目はそういう
ものへの入り口、つまり“きづき”だったにす
ぎないと考えています。二年目はそれをできる
だけ早く多く吸収し体得すべく努力致します。
音楽面で自身の努力は必至ですがそれだけでは
なく松山、日本の魅力をポーランドに伝え、ま
たポーランドの魅力を日本、松山に伝える活動
も行いたいと考えています。日本のイメージが

良いものとなるよう、日本人として恥ずかしく
ない言動、努力、そして成績に努めます。様々
な国籍の友達が出来、文化の違いに悩んだり驚
いたりしながら、お互いにより知っていきたい
と思っております。松山のロータリークラブの
奨学生として、感謝の気持ちを忘れず精一杯勉
学に励み、精進致します。
　ご支援に心より感謝致します。本当にありが
とうございます。
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例会記録

新入会員紹介

氏名：三ッ矢　高章

勤　務　先：西日本電信電話㈱
四国事業本部長兼
愛媛支店長

	 一番町₄−₃
	 TEL	936−2000
生 年 月 日：昭和39年11月15日
入会年月日：平成27年₈月₄日
趣　　　味：車

理事会報告

平成27年₈月度理事会決議事項

₈月₄日㈫
①　周年記念準備会計・みずほ銀行定期預金に
ついて　承認。

②　短期交換受入ホストファミリーへの謝礼に
ついて　承認。
③　セキ㈱より、ロータリー旗の修繕見積もり
について　承認。

室内楽探究をしたいと思い立ち、帰国してきまし
た。
　ウィーンに拠点を置いて学んでいた際、ヨー
ロッパツアーにきていたNHK交響楽団の方々
とご縁があり、現在も若手団員の方々を中心に、
共に演奏する機会、活動する機会があります。
愛媛では、愛媛大学医学部室内合奏団に指導者
派遣をさせて頂いたり、音楽を志す学生さんな
どがそういったプロと共演し演奏をするという機
会をプロデュースさせて頂いたりしております。
　外国に身を置き音楽修行をした、二十代。そ
こで得た経験を糧に、これからも地元の芸術文
化振興の活動に少しでも携われたら、そして更
によい音楽を奏でられるよう、自らの音楽修行

を自分なりに続けていけたらと思っております。
　もう一つ学びを深めるきっかけを下さった
ロータリー財団の皆様、推薦下さった皆様に、
心より感謝申し上げます。
　この度以下演奏会にて、ピアノトリオを演奏
致します。
　₉月₄日　砥部町文化会館主催「愛媛の魅
力ある音楽家たちシリーズVol.₇」　黒田映李
With	Ｎ響奏者　～30代トリオが今挑む！秋の
夜風に晩年の調べ～
　₉月₅日　宝厳寺チャリティー演奏会　「鎮
魂、そして再生へ」　ピアノ：黒田映李　ヴァ
イオリン：丹羽洋輔　チェロ：宮坂拡志

クラブニュース
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クラブニュース

誕生祝　	以下₈名　田中（昌）（₁日）、兒玉（₃日）、
結城（10日）、中住（11日）、渡部（12日）、西
村（15日）、石橋（23日）、星野（24日）

結婚祝　	以下₁名　片井（28日）
創業祝　	以下₂名　西村（₁日）、伊東（₁日）

８月のお祝い

₁．ガバナー月信
₁．会員名簿
₁．会報₆月号
₁．近隣RC例会予定表

配　付　物

「日本のクラブ誕生」ロータリー日本60年史より抜粋
ロータリー情報・クラブ研修委員　深見　邦芳

　ハルビン、新京にもクラブ　1930年にはハルビ
ンに誕生した。ここの使用国語は英、露、支、日
の₄カ国語にもおよんだという。
　新京（現長春）にも1934年にクラブが設立された。
会員33名で発足となった。
　京都で第１回第70地区年次大会　1929年₄月27
日、28日、米山梅吉ガバナーのもと第１回第70地
区年次大会が京都で開かれた。₉クラブから会員
家族385名が出席。ガバナーノミニーに米山氏が再
任され、次期大会開催地は神戸ときまった。
　1930年₅月10日、11日に神戸で第₂回第70地区
年次大会が開催された。₉クラブから会員家族あ
わせて504名が集まった。国際ロータリーから派遣
されてきた元会長マルホランドは「ロータリーの
奉仕の理想に結ばれた実業人専門家の世界的な友
情をもって国際間の理解と善意と平和とを推進し
よう」と力強く述べた。
　大会の第₂日は台湾航路の吉野丸で大阪湾を一
周するという企画が好晴に恵まれて乗船者500名を
こえる盛況であった。
　台北ロータリークラブが発会したのは同年₃月
27日であった。米山梅吉らを迎え発会式を行い、
チャーターナイトは1931年₉月26日井坂ガバナー
夫妻ら19名の来賓を迎え盛大に催された。
　地区協議会初めて京都で開催　井坂ガバナーに
よって初めてガバナー月信が送られたのは1931年
₈月であった。
　井坂ガバナーはこのなかで業務遂行上の賄賂の
厳禁を求め、ロータリーの活動はその六つの綱領
の達成に限るべきで、慈善に走ったり、寄付集め

に浮身をやつすことのないよう要請した。
　地区協議会が1931年₉月19日初めて京都ホテル
で開かれ、11クラブから42名出席して会員の資質
の向上や新クラブの設立などが議題となった。
　第４回第70地区年次大会は1932年４月28日、29
日大阪で開かれた。出席登録者482名であった。
　大会第₂日は奈良公園の園遊会で雄壮な鹿寄せ
などに興じた。
　広島、札幌ロータリークラブ　広島には大阪ク
ラブがスポンサーとなって1932年₂月に井原外助
を会長としてロータリークラブができた。
　一方、1932年12月₃日札幌ロータリークラブは
1933年₈月₄日チャーター伝達式を行い、晩餐会
には会員家族ら128名が参会した。
　第₅回第70地区年次大会は1933年₄月29日、30
日東京で開かれ出席登録者712名。
　福岡ロータリークラブ　1933年₃月₅日、18名
で発会式があげられた。チャーターナイトは1933
年11月₃日が選ばれお茶の会や久留米日本足袋工
場見学、それに太宰府天満宮参拝など、その後の
チャーターナイトの先例となる催しがあった。
　ロータリー列車で伊勢に参拝　第₆回第70地区
年次大会は、1934年₅月₅日名古屋で開かれた。
ガバナー村田省蔵、出席者は413名、翌₆日の伊勢
大神宮参拝には名古屋駅から宇治山田駅までロー
タリー列車が仕立てられ、如雪園での園遊会は「伊
勢音頭」「羯鼓踊」などでにぎわった。
　村田ガバナーのもと地区協議会が1934年₈月高
野山金剛峯寺で行われた。
　冷房のなかった当時では最良の清涼境であり、
家族同伴も許されて100名あまりの出席があった。
　ロータリー排撃の動き　1931年の満州事変を
きっかけとして戦争はシナ大陸に広がり、満州国承

会員だより
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クラブニュース

認問題では日本は1933年₃月国際連盟を脱退した。
　ロータリーに対しても、このころから問題が起
こってきた。
　京都では右傾団体の京都支部のロータリー排撃
の決議がなされ、その決議文が京都クラブ会長石
川芳次郎に手渡された。
　大阪でも国粋団体が例会場にあばれ込まんとし
たこともあった。
　ポール・ハリス夫妻来日　第₅回太平洋地域大
会は1935年フィリピンのマニラで開かれたが、こ
れに出席する国際ロータリー会長ヒル夫妻Robert	
E.	Lee	Hillの一行に加わってポール・ハリス夫妻も
その途中日本へ立寄った。
　荒天のため非常におくれて₂月₉日午前₅時横
浜へ入港した。そのためあわただしい日程となり
横浜で少憩の後東京へ出て帝国ホテルで記念植樹
をして芝公園内紅葉館における純日本式の午餐会
に出席した。
　横浜でその夜乗船して直ちに神戸へ出発したの
であった。
　₂月10日午前中は京都へ案内し、京阪神₃クラ
ブ合同の歓迎午餐会は新大阪ホテルで開かれて150
名が出席した。
　そしてその夜また直ちに神戸港を船出したが、
多数の会員は船内まで見送り、神戸クラブからハ
リス夫人とヒル夫人に花束と絵日傘が贈られて喜
ばれた。
　1936年の地区年次大会は神戸クラブが引き受け
た。
　前年の京都の大会で始められた前夜懇談会は今
度はあらかじめ各クラブに議題提出を求め、オリ
エンタルホテルにおけるその会場も討論にふさわ
しく用意された。
　提案には「紀元2600年を期して国際大会を日本
で開かれたし」「国際ロータリーの中央集権制を緩
和して地区分権制に改めること」、「アメリカのロー
タリークラブにおける東洋人差別待遇問題」など
があった。さらに「大連ロータリークラブのロー
タリーの宣言は日本文として適切にロータリー精
神をあらわしているからこれを第70地区の宣言に
したい」とする提案もあった。その宣言とは「須
らく事業の人たるに先立ちて道義の人たるべし。
蓋し事業の経営に全力を傾倒するは因って世を益
せんがためなり、ゆえに吾人は道義を無視してい
わゆる事業の成功を獲んとする者に与せず」など₅
項目にわたるものであった。

　機構改革を話し合う　1936年₈月、地区協議会
が東京会館で開かれた。会議では、この年アトラ
ンチックシティ国際大会に日本として初めて朝吹
ガバナー、佐藤ガバナーノミニーが出席したとき
の模様が報告されたが、第70地区としてわずか31ク
ラブということに肩身の狭いおもいをしたという。
　1937年₅月15日、16日には第70地区年次大会が
札幌で開かれた。
　前夜懇談会には200名に余る出席が予定され、各
クラブの₄大奉仕部門の委員がそれぞれ集まって
打合わせ会を開いた。これが後に部門別協議会と
して大会プログラムに入れられたのであった。
　日華事変始まる　日華事変は1937年₇月₇日蘆
溝橋事件をもって始まった。（松山ロータリークラ
ブ発足の日）
　国際ロータリーはもとより南米その他各地の
ロータリークラブから日華の和平友好をこいねが
う電報が次々に入っていた。
　1938年度第70地区年次大会は₅月15日、16日朝
鮮の京城（現ソウル）で開かれた。参会者は449名
であった。
　日華事変中、しかも事変地に近い京城とて出征
兵士に対する感謝や傷病兵への慰問などの決議が
あったのはいうまでもないが、そのなかでも華北
各地のロータリークラブと連絡をとって平和に貢
献する努力を続ける必要も強調された。
　1938年の地区協議会は₈月₆日、比叡山延暦寺
で開催されたが、昼食は梅干だけの日の丸弁当で
あった。
　ここで東京クラブから「ロータリーは現在のよ
うな国際ロータリー本部への中央集権を改め、各
国それぞれの国情、風俗、習慣などを尊重し自治
的に分権して進めることが世界的浸透を得る道で
あるから、機構をそのように改組する案を次の国
際大会へ提出する準備をしなければならない」と
いう意見が出された。
　その骨子は「第70地区を日満ロータリーと改称
して自治体とする」「ガバナーの名称も日満ロータ
リー会長と改め、われわれが選挙して国際ロータ
リーに報告し、国際ロータリーはこれを役員と認
めること」など₇項目にわたるものであった。
　第11回第70地区年次大会は1939年₄月29日、30
日、九州別府で開かれた。福岡、門司、長崎の₃
クラブが共同ホストを務め、47クラブから346名が
集まった。討議は当然、日満ロータリー改組問題
に集中したがまとまらず、国際ロータリーとの折
衝は困難なもので紆余曲折あったが、芝染太郎地
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区専任幹事（宇和島出身）の努力により解決した。
　日満ロータリー連合会できる　1939年の理事会
によって認められたのは「₃地区の総括機関とし
て日満ロータリー連合会を組織し、会長₁名、ガ
バナー₃名、前ガバナー₃名、前会長₁名の₈名
の委員を置く」など₇項目で、これを1939年₇月
から実施することとなった。
　新70地区、71地区、72地区時代へ　かくて₈月
26日第70地区協議会を催し各クラブから22名の委
員が選ばれ、₉月15日新しい規約もでき第70地区
は三つに分かれ、新第70地区は名古屋伊東の東日
本、第71地区は西日本および台湾、そして第72地
区は朝鮮、満州のクラブとなった。
　日満ロータリー連合会長は10月₉日米山梅吉が
選ばれて就任した。
　第₁回日満ロータリー地区連合会　第₁回日満
ロータリー地区連合年次大会は1940年₅月₅日、
₆日横浜で開催された。
　大会は横浜会館で開かれ、542名の出席があり、
皇軍に対する感謝や傷病兵慰問などが決議された。

国際ロータリー脱退
　右翼や軍部の思想、言論の自由に対する抑圧は
国会にもおよんだ。各ロータリークラブに対する
その筋からの干渉や圧迫がひどくなってきて、例
会に憲兵や警察の特高係がしばしば参席し、また
例会のスピーチもあらかじめ内容を警察に届け出
なければならないことになった。
　クラブ解散への抵抗　京都クラブは₈月21日解
散を決したが、解散と存続との₂派に分かれ、解
散派は大丸で木曜日に、また存続派は従来どおり
水曜日に京都ホテルでそれぞれ例会を開いていた。
　大阪クラブはいち早く₈月12日に解散したが、
それは弾圧による解散に先んじて、自発的に国際
ロータリーを離脱しロータリーの名称をなくする
かわり、その精神綱領組織などをそのまま維持温
存するほうがよくはないかという意図によるもの
であった。
　東京クラブでも₈月14日の例会で解散か否かに
ついて論議が行われ、ロータリーのごとき意義あ
る団体が周囲の浅薄な謬見に押され解散すること
は絶対反対であり、国から解体を命ぜられない限
りあくまで存続すべしとする意見が強く出された。
　国際ロータリー離脱、解散を決意　この日には
日満ロータリー連合会の委員会も開かれ、地方か
ら上京してきた各クラブ代表をも加えて22名が協
議した結果、米山梅吉が内務、外務両大臣に会い

芝染太郎が憲兵隊に当たって、その見解をただし
たうえでさらにもう一度協議して対策を立てるこ
とになり、各地のクラブに対しては「日満ロータ
リー連合委員会においてはこのまま存続するに決
した。ロータリー精神には疑問の余地なきと信ず
るもなおその筋の意向を確かめんとす」と打電し
軽挙をいましめた。
　ところが日満ロータリー連合会長米山梅吉は軍
当局に呼び出され、ロータリーの組織機構は日本
帝国に対する反逆であると極言され、さらに静岡、
大阪、京都を始め地方のロータリークラブは続々
と解散離脱に踏み切りつつあるとの報に接し、こ
こに統制はまったく乱れ、ついに日満ロータリー
連合会も₉月₄日の会合で各委員も国際ロータ
リー離脱を決意、日満ロータリー連合会も解散しこ
れにかわる新しい団体を組織することを決定した。
　国際ロータリーはすでに1937年に、その理事会
は国家有事中のロータリー活動として「ロータリ
アンは常にその国の忠良な愛国者であることが第
一義務であるということを認識して国会有事の期
間ロータリーをその国に保存するに可能性あり適
当であると考える方策を取ることがその義務でな
ければならない」と決定していた。
　主なクラブの解散状況は静岡₈月₈日、大阪₈
月12日、岡山₈月19日、京都₈月21日、そして神戸、
今治、帯広は₉月₅日、東京は₉月11日で、福岡
は翌1941年₇月清和会となり、横浜は同人会、そ
して北海道はいずれも職能協議会と称した。
　その他の各地でもこれにならったが、次のクラ
ブは1949年国際ロータリーに復帰するまで継続し
ていた。帯広木曜会、小樽火曜クラブ、札幌クラブ、
盛岡木曜会、仙台火曜会、郡山金曜クラブ、東京
水曜クラブ、横浜同人会、岐阜金曜会、新潟火曜
クラブ、名古屋同心会、大阪金曜会、西宮火曜会、
神戸木曜会、高松木曜会、今治木曜午餐会、福岡
清和会であった。
　松山クラブは1940年12月に解散した。そして戦
争中の定期的会合は開かれていない。
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ご意見・ご要望があればお寄せください。

ホームページURL　http://www.matsuyama-rotary.jp/

　平成27年₈月23日㈰に久万カントリークラブに
て開催されました。参加者は関（啓）会員、村井会員、
二神会員、洞出正俊さん（二神会員のお知り合い）、
中川会員、米山の₆名でした。
　真夏の中での開催でしたが、久万高原町のゴル
フ場なので風は涼しく楽しくプレー出来ました。

また、洞出さんは自己ベストスコアを記録されお
喜びの様子でした。中川会員が初参加で、愛媛の
ゴルフ場を満喫されたようです。
　	秋も近付きゴルフが楽しい時期となります。皆
様のご参加お待ちしております。

（記・米山　徹太）

第352回　松山ロータリー・ゴルフ会　８月例会

順　位 氏　　　名 OUT IN 計 HDCP Net

優　勝 二神　良昌 47 51 98 26.4 71.6

準優勝 村井　重美 44 44 88 14.4 73.6

₃　位 関　　啓三 43 39 82 7.2 74.8

₄　位 洞出　正俊 38 38 76 0 76

₅　位 米山　徹太 45 49 94 16.8 77.2

₆　位 中川　創太 49 48 97 15.6 81.4

（ゲスト）

８月中の出席報告

会員数 出席会員数 欠席会員数 当日出席率 メークアップ数 前回訂正出席率 ビジター数

₄日 72（63） 49 23 70.00％ 4 74.65％ 0

18日 72（63） 49 23 72.06％ 11 85.71％ 0

25日 72（63） 46 26 65.71％ ₉ 77.46％ 0

平均 72（63） 48 24 69.26％ ₈ 79.27％ 0

例会日 区分
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